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新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

就
任
の
あ
い
さ
つ

就
任
の
あ
い
さ
つ

い
ま
す
。
今
回
の
改
選
で
農

業
委
員
29
人
が
新
た
な
体
制

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
任

期
の
３
年
間
、
こ
れ
ら
の
活

動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
農
業
委
員
は
、

公
正
な
農
地
法
の
順
守
を
基

本
に
据
え
、
地
域
農
業
の
け

ん
引
役
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
農
業
者
の
意
見
を
よ
く

聞
き
、
そ
し
て
農
業
関
係
団

体
の
皆
さ
ま
か
ら
密
接
な
連

携
を
賜
り
な
が
ら
、「
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
」
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
農
業

生
産
の
基
盤
で
あ
る
農
地
の

有
効
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
に

つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
委

員
、
事
務
局
が
一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
、
ご
支
援
と
ご
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
法
が
平
成
28
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
農

業
委
員
の
選
出
方
法
が
公
選

制
か
ら
、
議
会
の
同
意
を
得

て
市
長
が
任
命
す
る
任
命
制

に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

必
須
業
務
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
「
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
」
に
つ
い
て
は
、
①

担
い
手
へ
の
農
地
等
の
集
積

・
集
約
化
②
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消
③
新
規

参
入
の
促
進
が
、
具
体
的
な

３
本
柱
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

　

12
月
１
日
、
農
業
委
員
会
が
新
た
な
体
制
に
な
っ
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
公
選
制
か
ら
、
市
議
会
の
同
意
を
得
て
市
長
が
任
命

す
る
制
度
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

会　長

五十嵐 直太郎
（広　野）

農業振興副委員長

池田 良之
（北平沢）

農業振興委員長

土田 治夫
（飛　鳥）

農地調査副委員長

飯塚 将人
（本　楯）

農地調査委員長

遠田 君雄
（下青沢）

会長職務代理者

齋藤 均
（手蔵田）

会報委員長

関口 友子
（藤　塚）

農
業
委
員
の
紹
介

農
業
委
員
の
紹
介

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

新
し
い
農
業
委
員
を

新
し
い
農
業
委
員
を

紹
介
し
ま
す

紹
介
し
ま
す

特
集
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佐藤 良平
（小　泉）

佐藤 浩良
（刈　穂）

五十嵐 弘樹
（黒　森）

後藤 保喜
（北　俣）

荘司 研治
（堀野内）

庄司 隆
（生　石）

佐藤 茂樹
（大宮町）

冨樫 一彦
（山　寺）

五十嵐 亨
（坂野辺新田）

大場 重樹
（千代田）

白畑 ちか子
（大　町）

児玉 昭一
（亀ケ崎）

柿﨑 一美
（木　川）

佐藤 清一
（大宮町）

伊與田 明子
（豊　里）

荘司 太一郎
（竹　田）

佐藤 玲子
（千代田）

須田 正弘
（山　寺）

佐藤 良
（飯森山）

尾形 大介
（勝保関）

石井 光一
（田　沢）

佐藤 耕造
（漆曽根）

伊　藤　正　明 さん（上野曽根）
川　村　　　洋 さん（浜　　中）
後　藤　喜　博 さん（飛　　鳥）
佐　藤　　　修 さん（土　　渕）
佐　藤　康　晴 さん（大 島 田）
佐　藤　好　博 さん（中野曽根）
髙　橋　　　武 さん（十 里 塚）
横　山　主　税 さん（亀 ケ 崎）

【五十音順】

　このたびご勇退された方々の、これまでのご尽力に
感謝申し上げます。

退任委員の紹介
おつかれさまでしたおつかれさまでした



ご存
じですか？
国民年金の支給額は

一人、月々約6万5千円
（40年加入の場合）
夫婦あわせて月額約13万円です。

よくある質問
の

Q&AQ A
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後
継
者
に
経
営
を
譲

っ
て
受
給
中
で
す
。

　

旧
制
度
の
脱
退
一
時

金
は
も
ら
わ
ず
、
新
制

度
に
も
加
入
し
た
お
か

げ
で
、
自
分
が
思
っ
て

い
た
よ
り
も
多
く
受
給

で
き
、
経
済
的
に
と
て

も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

後
継
者
も
、
農
業
者
年
金
に
加
入

中
で
す
。
若
い
頃
か
ら
積
み
立
て
る

こ
と
の
大
切
さ
を
、
受
給
し
た
今
に

な
っ
て
感
じ
ま
す
。

　

そ
れ
に
、
い
つ
か
家
族
の
介
護
な

ど
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
考

え
る
と
、
老
後
の
蓄
え
は
本
当
に
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

酒
田
市
で
は
、
今
年
度
６
名
の
新
規

加
入
が
あ
り
ま
し
た
。
農
業
者
年
金
は
、

農
家
の
た
め
の
魅
力
あ
る
制
度
で
す
。

●
生
涯
も
ら
え
ま
す

　

終
身
年
金
で
す
。
仮
に
80
歳
前
に
亡

く
な
っ
て
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ

る
は
ず
だ
っ
た
金
額
（
自
分
が
支
払
っ

た
保
険
料
分
）
を
、
現
在
価
値
で
計
算

し
て
ご
遺
族
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
国
か
ら
の
保
険
料
補
助
制
度

　

認
定
農
業
者
・
青
色
申
告
者
な
ど
の

要
件
を
満
た
す
方
は
、
保
険
料
の
補
助

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

補
助
を
受
け
た
分
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
受
給
す
る
年
金
に
加
算

さ
れ
ま
す
。

●
保
険
料
・
加
入
・
脱
退
は
い
つ
で
も
、

何
回
で
も
変
更
で
き
ま
す

　

農
業
は
、
自
然
相
手
の
仕
事
で
す
。

収
入
状
況
等
が
変
わ
っ
て
も
、
無
理
な

く
加
入
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

●
税
制
面
な
ど
の
優
遇
が
あ
り
ま
す

　

加
入
時
は
、
保
険
料
の
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
と
な
る
た
め
、
課
税
対
象

所
得
が
下
が
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が

安
く
な
り
ま
す
。

　

受
給
時
は
、
公
的
年
金
で
あ
る
た
め

一
定
額
ま
で
は
課
税
対
象
外
で
す
。

　

ま
た
、
運
用
益
へ
の
課
税
も
な
く
、

制
度
運
用
に
か
か
る
事
務
経
費
も
国
が

負
担
し
ま
す
。

●
元
本
割
れ
の
危
機
対
応
措
置

　

65
歳
で
年
金
を
受
給
す
る
際
に
元
本

割
れ
し
て
い
た
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
分

を
補
填
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

（
付
利
準
備
金
）

掛けて良かった！
佐藤　豊さん（中牧田）

Ｑ　農業者年金の加入資格は？
Ａ　次の３点です。
①国民年金第１号被保険者
　（保険料納付免除者を除く）
②年間60日以上農業従事
③20歳以上60歳未満

※国民年金の付加年金加入必須。

Ｑ　少子高齢化なので、農業者
年金制度の将来が心配です…

Ａ　給付の財源は自分で支払っ
た保険料です（積立方式）。

　　そのため、世代の人口比の
影響を受けないので安心です。
　

Ｑ　貯金と同じですか？
Ａ　途中で引き出しはできませ
ん。途中で脱退した場合も、
将来、年金として受給します。

Ｑ　加入手続きの方法は？
Ａ　お近くのＪＡの窓口か農業
委員会にご連絡ください。 

自
由
な
加
入
ス
タ
イ
ル
で

老
後
資
金
の
積
み
立
て
始
め
ま
せ
ん
か
？

自
由
な
加
入
ス
タ
イ
ル
で

老
後
資
金
の
積
み
立
て
始
め
ま
せ
ん
か
？
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第
20
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

が
皇
太
子
、
皇
太
子
妃
を
お
迎
え
し
、

10
月
24
日
〜
25
日
に
高
知
県
で
開
催
さ

れ
、
農
業
委
員
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
知
県
内
の
農
業
産
出
額
の
６
割
は

野
菜
が
占
め
、
米
は
１
割
ほ
ど
。
酒
田

と
は
全
く
違
っ
た
農
業
が
展
開
さ
れ
、

生
産
流
通
体
制
の
整
備
、
Ｊ
Ａ
の
各
作

物
部
会
の
取
り
組
み
、
販
売
促
進
や
発

信
の
仕
方
等
々
、
見
る
べ
き
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

何
よ
り
、
坂
本
龍
馬
を
輩
出
し
た
高

　

12
月
７
日
、
管
内
か
ら
女
性
農
業
委

員
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
札
幌

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
省
女
性
活
躍
推
進
室
長
で

あ
る
久
保
香
代
子
氏
の
講
演
に
続
き
、

「
女
性
農
業
委
員
等
に
お
け
る
地
域
活

動
と
登
用
促
進
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

女
性
の
登
用
促
進
に
は
、
組
織
の
中

で
研
修
な
ど
を
通
じ
た
意
識
改
革
と
、

女
性
は
チ
ャ
ン
ス
を
受
け
取
る
準
備
、

男
性
は
新
し
い
こ
と
を
受
け
入
れ
る
準

　

10
月
26
日
、
竣
工
に
な
っ
た
ば

か
り
の
「
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
」
を

会
場
に
、
平
成
29
年
度
山
形
県
農

業
委
員
会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

情
勢
報
告
等
に
引
き
続
き
、
県

内
３
つ
の
地
区
か
ら
農
地
利
用
最

適
化
の
推
進
や
農
業
者
年
金
の
加

入
推
進
な
ど
に
関
す
る
議
案
が
提

出
さ
れ
、
満
場
一
致
で
決
議
。
農

業
委
員
会
の
基
本
的
使
命
を
再
確

認
す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
〜
７
日
、
農
業
委
員
３
人

が
視
察
研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。
初
日

の（
独
）農
業
者
年
金
基
金
で
は
、
主
に

制
度
内
容
に
つ
い
て
研
修
。
翌
日
の
埼

玉
県
熊
谷
市
農
業
委
員
会
で
は
、
加
入

対
象
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
な
ど
、

活
動
内
容
に
つ
い
て
研
修
。
戸
別
訪
問

で
は
若
い
方
と
そ
の
親
へ
も
一
緒
に
説

明
す
る
等
の
具
体
的
な
助
言
が
あ
り
、

今
後
の
活
動
に
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
本
紙
４
㌻
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
田
良
之
委
員
）

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
農
業
委
員
研
修
会

女
性
農
業
委
員
研
修
会

活
動
レ
ポ
ー
ト

活
動
レ
ポ
ー
ト

山形県農業委員会大会山形県農業委員会大会

農業者年金先進地視察研修農業者年金先進地視察研修

知
県
民
の
人
間
性
に
触
れ
、
そ
し
て
納

得
。
来
年
の
第
21
回
は
、
第
１
回
の
酒

田
か
ら
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
山
形
県
で
の

開
催
で
す
。
山
形
ら
し
い
サ
ミ
ッ
ト
開

催
に
向
け
、
い
い
お
迎
え
の
準
備
を
し

た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
齋
藤
均
委
員
）

備
が
大
切

等
の
話
を

聞
き
ま
し

た
。
そ
の

後
の
意
見

交
換
会
は
、

皆
さ
ん
の

パ
ワ
ー
、

熱
気
に
包

ま
れ
、
来

年
の
開
催

地
・
福
島

県
で
の
再

会
を
約
束

し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
白
畑
ち
か
子
委
員
）
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私
の
家
は
代
々
続
く
農

家
で
す
。
高
校
を
卒
業
し

て
か
ら
は
、
仕
事
の
合
間

の
休
日
に
手
伝
う
程
度
し

か
農
家
に
は
携
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
生
活
を
何
年
か

し
て
い
た
時
、
無
人
ヘ
リ

で
の
防
除
作
業
を
し
て
み

な
い
か
、
と
お
誘
い
を
受

け
、
免
許
を
取
得
し
、
早

い
も
の
で
10
年
が
経
ち
ま

す
。

　

無
人
ヘ
リ
の
作
業
は
、

真
夏
の
暑
い
中
で
日
陰
も

無
い
田
ん
ぼ
で
の
防
除
で

す
の
で
、
体
力
的
に
も
大

変
な
部
分
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
コ
メ
の

品
質
に
も
関
わ
る
大
切
な

仕
事
で
す
の
で
、
や
り
甲
斐
や
達
成

感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
農
協
青
年
部
に
も
参
加
さ

せ
て
頂
き
、
他
の
地
域
の
青
年
部
の

盟
友
た
ち
と
交
流
を
す
る
機
会
を
持

た
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

仕
事
の
内
容
や
意
見
を
聞
き
、
参
考

に
な
る
こ
と
が
と
て
も
多
く
、
日
々

勉
強
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
仕
事
と
農
家
を
兼
業
し
、

両
親
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
今

後
も
米
作
り
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
の
長
男
も
４

歳
な
が
ら
、「
大
き
く
な
っ
た
ら
、

ジ
ジ
や
パ
パ
み
た
い
に
農
家
に

な
る
！
」
と
言
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
親
子
三
代
で
農
作
業
が

出
来
た
ら
・
・
・
と
夢
見
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

中
で
、
誰
か
一
人
で
も
欠
け
る
と
成
り

立
た
な
く
な
る
不
安
を
持
ち
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ

し
て
、
人
手
が
何
よ
り
大
事
で
あ
る
こ

と
も
痛
感
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
仕
事

量
を
３
人
で
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
地
域
の
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ

て
今
が
あ
り
ま
す
。
日
々
感
謝
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
両
親
も
現
在
協
力
し

て
く
れ
る
地
域
の
方
も
高
齢
に
な
っ
て

き
ま
す
。
今
後
の
私
が
す
べ
き
こ
と
は
、

人
材
の
確
保
に
力
を
入
れ
る
こ
と
。
そ

し
て
何
よ
り
も
今
支
え
て
く
だ
さ
る

方
々
と
一
年
で
も
長
く
仕
事
を
続
け
て

い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分

達
だ
け
で

な
く
、
皆

さ
ん
も
健

康
で
元
気

に
、
楽
し

く
一
緒
に

仕
事
を
し

て
い
き
た

い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
、
２
年
前
に
父
が
還
暦
を
迎
え

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
ま
で
勤

め
て
い
た
会
社
を
辞
め
就
農
す
る
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。
我
が
家
は
代
々
専

業
農
家
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
い
ず
れ

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
分
か
っ
て

は
い
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
手
伝
い
程

度
の
こ
と
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た
私
に

は
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

現
在
は
こ
れ
ま
で
両
親
が
し
て
き
た

稲
作
と
啓
翁
桜
を
一
緒
に
や
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で

父
に
言
わ
れ
た
事
を
こ
な
す
の
が
精
一

杯
で
す
が
、
日
々
楽
し
ん
で
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　

私
が
両
親
と
仕
事
を
始
め
て
思
う
こ

と
は
、
家
族
で
仕
事
を
す
る
こ
と
の
難

し
さ
で
す
。
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る

た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

松　山
佐藤　友美

かぜかぜ
～若手農業者リレーエッセー～

啓翁桜の調整作業

中平田　田　中　一　喜

想　　い想　　い
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の
甲
子
園
出
場
の
と
き
は
応
援
に
行

け
た
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

　
「
牛
を
飼
っ
て
い
る
家
も
減
少
す

る
一
方
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
集
落

単
位
で
営
農
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
。

話
し
合
い
を
進
め
る
推
進
役
の
育
成

が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
」
と
、
将
来
を

見
据
え
地
域
に
心
を
配
り
ま
す
。

　

地
域
の
役
職
を
引
き
受
け
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
書
類
作
成
を
し
て
い
る

と
い
う
活
動
的
な
初
夫
さ
ん
。
奥
さ

ん
の
光
さ
ん
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

に
週
１
回
は
通
っ
て
い
る
そ
う
で
、

「
二
人
と
も
医
者
通
い
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
る
よ
」
と
明
る
く
話
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
二
人
と
も
元

気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
庄
司
隆
委
員
）

　

水
稲
約
５
㌶
と
和
牛
繁
殖
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
初
夫
さ
ん
（
78
歳
）
と

光
さ
ん
（
77
歳
）
ご
夫
妻
。

　

繁
殖
牛
の
貸
付
制
度
を
き
っ
か
け
に
、

昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
本
格
的
に
取
り

組
み
始
め
、
見
事
酒
田
市
の
第
１
回
共

進
会
で
は
優
勝
を
果
た
し
ま
す
。

　
「
昔
は
田
は
手
作
業
だ
っ
た
か
ら
、

わ
ら
が
出
ま
し
た
。
牛
を
飼
う
と
わ
ら

を
餌
や
敷
物
と
し
て
や
る
こ
と
が
で
き

る
う
え
に
、
最
後
は
堆
肥
を
田
に
入
れ

ら
れ
る
の
で
、
良
い
循
環
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。
と
は
い
え
、
生
き

物
を
扱
う
仕
事
。
休
み
を
取
る
こ
と
も

ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
近
年
の
ヘ

ル
パ
ー
制
度
の
お
か
げ
で
休
め
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
い
、「
お
か
げ
で
、
孫

農業委員がおじゃましてお聞きしました農業委員がおじゃましてお聞きしました！！ 農
業

 
一
筋

農
業

 
一
筋
　
　

 

初　

夫

齋
藤 　
　
　

ご
夫
妻

　
　

 　

光

東
平
田
地
区

※あくまでも参考の金額ですので、委託者・受託者双
方で相談して決定してください。
※転作（大豆・飼料用米）を加味した額となっています。
※土地改良区の償還金があるところ、変形田、中山間
地等の作業環境が悪いところについては、委託者・
受託者双方で相談して決定してください。

酒田市農地集積センター参考賃借料検討協議会 作成

（10㌃当たり）

平成30年度
酒田市参考賃借料

農地 区分 平成30年度 平成29年度 基準収量

田

1 12,000円 12,000円 600㎏

2 10,000円 10,000円 580㎏

3 7,000円 7,000円 550㎏

4 4,000円 4,000円 520㎏

5 1,000円 1,000円 480㎏

畑       4,000円 4,000円

　農地を貸して小作料を受け取った方
は、金額にかかわらず不動産所得とし
て市・県民税の申告（２月７日～３月
15日まで）が必要です。
　また、集落営農組織の法人化など、
農地中間管理機構に農地を貸した場合
も同様に申告が必要です（法人の構成
員も対象です）。
　なお、所得金額によっては所得税の
確定申告が必要な場合もあります。
　詳しくは市税務課へお問い合わせく
ださい。
問市税務課市民税係
℡26-5712・5713・5714

小作料は申告が必要です
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■発行日　平成30年1月1日　■発行者　酒田市農業委員会　代表　五十嵐　直太郎　■印刷所　㈱光印刷

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
新
し
い
年
を

迎
え
る
日
の
朝
は
、
期
待
と
不
安
が

入
り
交
じ
り
、
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
が
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
６
月
の
低
温
と
８
月
の

日
照
不
足
で
、
作
物
の
生
育
に
は
悩

ま
さ
れ
た
年
で
し
た
。
今
年
か
ら
は
、

半
世
紀
近
く
続
い
て
き
た
生
産
調
整

に
つ
い
て
、
生
産
数
量
目
標
を
国
は

示
さ
ず
、
再
生
協
が
示
す
生
産
の
目

安
等
に
よ
り
農
業
者
自
ら
が
考
え
て

生
産
す
る
と
い
う
、
稲
作
経
営
の
大

き
な
変
革
が
始
ま
り
ま
す
。

　

酒
田
市
農
業
委
員
会
も
、
改
正
農

業
委
員
会
法
の
下
で
任
命
さ
れ
た
委

員
29
人
が
、
新
た
な
活
動
の
３
本
柱

を
掲
げ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
報
委
員
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
つ
な
が
る
、

分
か
り
や
す
い
会
報
発
行
を
心
が
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
口
友
子
）

の
効
率
的
利
用
の
た
め
、
利
用
権
を

集
め
ら
れ
る
法
人
に
発
展
さ
せ
ま
し

た
。

○
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を

　

今
後
は
Ｊ
Ａ
そ
で
う
ら
と
と
も
に
、

離
農
者
や
園
芸
に
特
化
す
る
組
合
員

の
田
ん
ぼ
を
積
極
的
に
引
き
受
け
る

こ
と
、
園
芸
品
目
で
忙
し
い
組
合
員

の
た
め
、
耕
起
・
代
か
き
な
ど
の
作

業
を
部
分
的
に
引
き
受
け
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
法
人
の
発
展
だ
け

で
な
く
、
稲
作
を
す
る
し
な
い
に
か

か
わ
ら
ず
、
袖
浦
地
区
全
体
の
多
様

な
農
家
の
み
な
さ
ん
に
貢
献
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

◇アブラナ科に属する越年草
で、多くの品種がある。

◇原産地は地中海地方や中東
といわれ、日本には弥生時
代に伝わったとされる。

◇春の七草のひとつ
　「すずしろ」。

ヒント

なんの野菜の花？なんの野菜の花？

答え・大根

代
表
理
事　

佐　

藤　

助　

弘

農
事
組
合
法
人「
そ
で
う
ら
フ
ァ
ー
ム
」

〜 

袖
浦
地
区 

〜

○
名
前
の
由
来
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

現
在
当
組
合
の
活
動
エ
リ
ア
に
あ

る
７
集
落
は
、
昭
和
29
年
に
酒
田
市

に
合
併
さ
れ
る
ま
で
存
在
し
た
「
山

形
県
西
田
川
郡
袖
浦
村
」
で
し
た
。

現
在
に
お
い
て
も
「
袖
浦
地
区
」
と

よ
ば
れ
、愛
着
の
あ
る
「
そ
で
う
ら
」

の
名
を
入
れ
ま
し
た
。

○
経
営
の
内
容
は

　

組
合
員
１
０
７
名
、
役
員
11
名

　

経
営
面
積　

２
１
０
㌶

　

主
な
農
産
物　

米　

大
豆

○
設
立
の
き
っ
か
け
は
何
で
す
か

　

平
成
19
年
に
前
身
の
任
意
組
合
を

設
立
し
ま
し
た
。
コ
ン
バ
イ
ン
や
田

植
機
の
共
同
利
用
・
共
同
作
業
を
し
、

労
働
力
と
機
械
コ
ス
ト
の
削
減
に
努

め
ま
し
た
。
９
年
間
任
意
組
合
を
運

営
し
ま
し
た
が
、
徐
々
に
稲
作
農
家

が
減
少
し
、
田
ん
ぼ
の
利
用
が
非
効

率
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
田
ん
ぼ

Part
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編
集
後
記

会
報
委
員
会

【
委
員
長
】
関
口　

友
子 

【
副
委
員
長
】
荘
司
太
一
郎 

【
委　
　

員
】
佐
藤　

良
平
、

　
　

白
畑
ち
か
子
、
佐
藤　

耕
造
、

　
　

五
十
嵐
弘
樹
、
荘
司　

研
治


